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戦
時
中
の
丹
波
の
暮
ら
し

　

戦
争
中
の
国
や
地
域
に
お
い
て
、
戦

場
で
は
な
い
場
所
の
こ
と
を

「銃じ
ゅ
う
ご後

」
と

呼
び
ま
す
。
銃
後
の
丹
波
地
域
は
、
県

内
で
も
沿
岸
の
阪
神
地
域
と
は
異
な
り
、

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
は

ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

本
土
空
襲
が
激
し
く
な
る
と
、
空
襲
に

よ
る
被
害
を
避
け
る
た
め
に
、
都
市
部

か
ら
多
く
の
人
々
が
丹
波
に
「疎そ

か

い開

（※

①
）」
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
学
童
疎
開
の
受
け
入
れ
先

は
、
柏
原
中
学
校

（現
柏
原
高
等
学
校
）

な
ど
の
学
校
や
、
円
通
寺
、
慧え

に

ち日
寺
、

石
像
寺
な
ど
の
寺
院
で
し
た
。

丹
波
か
ら
戦
地
へ
向
か
っ
た

人
た
ち

　

一
方
、
徴ち

ょ
う
へ
い
れ
い

兵
令

（
※
②
）
が
施
行
さ

歩兵第七十連隊第七中隊第二内務班写真
（春日歴史民俗資料館蔵）

戦
時
下
に
お
け
る
丹
波
の
記
憶

戦
後
80
年
を
考
え
る※

①
疎
開　
　
　

災
害
や
空
襲
に
備
え
て
、
都
会
の
人
や 

                   

物
資
・
工
場
な
ど
を
他
の
地
に
移
す
こ
と

※
②
徴
兵
令   

明
治
６
年
に
施
行
さ
れ
た
、
国
民
の
兵
役   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
義
務
を
定
め
た
法
令

【会　　場】春日歴史民俗資料館 ( 春日住民センター南側 )
【問合せ先】社会教育・文化財課　☎ 70-0819
【入 館 料】一般 210 円、中学生 100 円、小学生 50 円
【開館時間】午前９時～午後５時
【休 館 日】月曜日（祝日の場合は翌平日）

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
し
、
今
年
で
80
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
命

を
奪
っ
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を
再
認
識
し
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
こ
と
は
、
後
世
を
生
き

る
私
た
ち
の
大
切
な
使
命
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
戦
時
中
の
丹
波
の
暮
ら
し
か
ら
戦

争
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

れ
て
以
後
、
丹
波
か
ら
も
多
く
の
人
々
が

軍
か
ら
の
召

し
ょ
う
し
ゅ
う
れ
い
じ
ょ
う

集
令
状
を
受
け
て
徴
兵
さ
れ
、

戦
時
下
に
な
る
と
家
族
を
残
し
て
海
外
へ
出

征
し
ま
し
た
。

　

出
征
先
は
、
中
国
大
陸
の
北
か
ら
南
、

東
南
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
（
現
ミ

ャ
ン
マ
ー
）、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
な
ど
様
々
で
、

日
本
と
は
異
な
る
厳
し
い
環
境
で
の
従
軍

生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
戦

闘
や
病
気
で
命
を
落
と
し
た
り
、
出
征
先

で
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
も
数
多
く
い
ま
し
た
。

企
画
展
で
戦
争
を
振
り
返
る

　

戦
後
80
年
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、
市

で
は
、
春
日
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
夏
季

企
画
展

「
戦
後
80
年　

銃
後
の
丹
波　

兵

士
の
戦
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
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戦後 80 年 

7 月 26 日（土） ～８月 31 日（日）

春日歴史民俗資料館　令和７年度夏季企画展

【会　　場】春日歴史民俗資料館 ( 春日住民センター南側 )
【問合せ先】社会教育・文化財課　☎ 70-0819
【入 館 料】一般 210 円、中学生 100 円、小学生 50 円
【開館時間】午前９時～午後５時
【休 館 日】月曜日（祝日の場合は翌平日）上久下国民学校補修課の薙

なぎなた
刀稽古写真（個人蔵）

（左）稲畑人形「ラッパ兵」（市島民俗資料館蔵）
（右）軍隊手帳（春日歴史民俗資料館蔵）

甲南初等学校疎開時集合写真（個人蔵）

　春日歴史民俗資料館の夏季企画展 「戦後 80 年　銃後の丹波　兵士の戦場」 では、 銃後の丹

波を生きた人々について、学校や疎開先での生活、金属の供
きょうしゅつ

出、残された出征兵士の家族など、

様々な観点から見つめます。 また、 従軍 ・ 出征した人々のご遺族のご協力のもと、 従軍関係資

料を数多く出展します。 「戦時中の丹波で暮らした人々」 と 「丹波から出征した兵士たち」 の２つ

の視点から、 兵士たちが見たのはどのような戦場だったのか、 また、 残された銃後の人々がどの

ような生活を送っていたのか、 写真や実物の資料を通して読み解きます。
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集
　
戦
時
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に
お

け
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丹
波
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憶

特
集
　
地
域
で
支
え

あ
い
の
輪
を
広
げ
よ
う
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・
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介
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た
ん
ば
お
で
か

け
N
A
V
I

ま
ち
と
ぴ
T
A
M
B
A
★
K
I
D
S

は
ぴ
た
ん

銃後の丹波 兵士の戦場

※受講料無料・申込不要関連イベント
細見綾子生家資料調査報告
手紙からみる戦争
日　時：７月 27 日（日）
                 午後１時 30 分～３時
会　場：青垣住民センター　大会議室　
講　師：井上　舞
　　　　（神戸大学大学院人文学研究科 特命講師）
定　員：50 人程度
担当学芸員による
ギャラリートーク
日　時：８月２日（土）
                 午後２時～２時 50 分
会　場：春日歴史民俗資料館
　　　　※入館料が別途必要
講　師：担当学芸員
定　員：10 人程度

丹波の銃後と生活
日　時：８月 23 日（土）
                 午後１時 30 分～３時
会　場：春日住民センター　大会議室
講　師：担当学芸員
定　員：50 人程度


